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1. 何を学ぶのか？

2. カリキュラムの特徴

3. 履修モデル

4. FAQ

- 3学科はどう違うか？

- 数学は必要か？

- 演習には参加したほうが良いか？

- 卒業論文は必修か？

- プロアクティブ・ラーニング・セミナーとは？

- 英語による授業は多いか？

ガイダンスのアウトライン
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経済学部・経済学研究科の概要

https://www.e.u-tokyo.ac.jp/kenkyuka/gaiyou.html

- 沿革

- 組織

- 進路状況

- 国際交流

- 図書館

参考資料

https://www.e.u-tokyo.ac.jp/kenkyuka/gaiyou.html
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◼ 「専門科目1」が多くを語る

- ミクロ経済学Ⅰおよび Ⅱ(ペア)

- マクロ経済学Ⅰ およびⅡ (ペア)

- 統計ⅠおよびⅡ(ペア)

- 経営

- ファイナンス

- ゲーム理論

- 会計

- 経済史Ⅰおよび Ⅱ

何を学ぶのか？
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◼ 「専門科目1」

- 一部科目（今年度は「ゲーム理論」と「経済史Ⅱ」）を除き2年次

Aセメスタに駒場にて開講

- 必要となる基礎知識を修得するための重要な科目

- 24単位中最低20単位以上を修得する必要．

- 必ずしも十分な「選択の余地」はない．

- 応募状況によるが，進学直後に行われるゼミナールの募集・選考

において，「専門科目1」の成績は重視される傾向

何を学ぶのか？
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◼ ミクロ経済学
- ミクロ経済学Ⅰおよび Ⅱ→個々の経済主体の意思決定をモデル化（ゲーム理論含む）

- ゲーム理論→個々の経済主体の意思決定を選択の相互依存関係の中でモデル化

◼ マクロ経済学
- マクロ経済学Ⅰ およびⅡ →集計された経済データ間の関係をモデル化

◼ 統計学
- 統計ⅠおよびⅡ

→ 計量経済学による、データを用いた因果効果(causal effects)の評価

→ 証拠に基づく政策立案(Evidence Based Policy Making)

◼ 経営

◼ 会計

◼ ファイナンス

◼ 経済史
- 経済史Ⅰおよび Ⅱ

何を学ぶのか？
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◼ 「専門科目1」の重視

- 多くの科目は「基礎から積み上げていく」必要あり．

- 専門科目1でつまずくと，つまづいた科目の知識を前提とするその

他の科目の履修にもマイナスの影響．

◼ 各学科ごとに「履修モデル」を準備

- https://www.student.e.u-tokyo.ac.jp/gakubu/risyu-model.pdf

カリキュラムの特徴

https://www.student.e.u-tokyo.ac.jp/gakubu/risyu-model.pdf
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履修モデル
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履修モデル
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履修モデル
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◼ （Ｑ）3学科はどう異なるのか？

- 専門科目2（経済学科），専門科目3（経営学科），専門科目4（

金融学科）から18単位以上を履修

- 専門科目2～4で配置科目が異なるので，学科ごとに履修しなけれ

ばならない科目が異なる．

- それ以外は，学科間の違いは殆ど無い (いずれも専門科目1は20単

位以上、総単位数はいずれも80単位以上を履修)

- 転学科も認められている（1回のみ）．

- 演習（ゼミ）に関しては学科にとらわれず選択することができる

（自分の演習に応募してきた学生がどの学科に所属しているのか

を意識する教員は少ないと思われる）．
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◼ （Ｑ）数学は必要か？

- 専門科目1（24単位のうち20単位以上必修）においては，以下が

数学を必要とすると考えられる．

- ミクロ経済学ⅠおよびⅡ

- マクロ経済学ⅠおよびⅡ

- 統計ⅠおよびⅡ

- ファイナンス

- ゲーム理論

- 専門科目2・ 3・4共通の科目として

- 計量経済学Ⅰ
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◼ （Ｑ）数学は必要か？ (cont.)

- 専門科目1の多くは，専門科目2～4の前提になる科目（←積み重

ね型の学問体系）

- 例えば，ミクロ経済学やマクロ経済学は，その応用科目である

「財政」「金融」「都市経済」「産業組織」「開発経済」「国

際経済」などを学ぶための前提科目として位置づけられる．

- その意味において，専門科目2～4の多くは数学を必要とする科目

といえる．

- 特定の分野に興味がある場合，結果的に，数学を特に必要としな

い科目選択だけ（専門科目１以外）で卒業することは可能かもし

れない．
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◼ （Ｑ）数学の知識は必要か？ (cont.)

- 微分と積分（解析）

◼ 制約付きの最適化問題

- e.g., 特定の予算のもとでの最適な消費量の決定

- e.g., 特定の生産量を達成するために最小の費用を達成する選択の決定

- 確率論

- 推測統計→計量経済学，統計・数理統計

- 確率過程→数理ファイナンス

- 不確実性の分析→ミクロ・マクロ経済学

- 行列（線形代数）

- レベルによる．多変量・多次元のモデル・データを表記する際に便利
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◼ （Ｑ）演習には参加したほうがよいか？

- 本郷進学後は，駒場の語学クラスに相当する「場所」がない．

- サークルなどを別にして「居場所」を確保するという意味におい

ても所属したほうがよいかも．

- 立ち講義と演習では議論できる範囲や深さが異なる場合があり，

学習内容を深めるという観点からも，演習・少人数講義への参加

に意味はある．

- 最大2つの演習が履修可（少人数講義は制限なし）．

- 教員の履修許可が必要で，通常は選考を経て履修するため，第1希

望の演習・少人数講義が履修できるとは限らない．
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◼ （Ｑ）卒業論文は必須ですか？

- 学部としては推奨しているが，必須ではない．

- 卒業論文の執筆を必須とする演習もある．

- 論文提出数（実績）はそれほど多くない．

- 優秀な卒業論文は「特選論文」に選出され，さらに秀でた論文に

は「大内兵衛賞」が与えられる．

- 卒業論文届が必要（提出時期に注意. 特に留学するときなど）

- 卒論はオンライン（pdf形式）で提出する.
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◼ （Ｑ）プロアクティブ・ラーニング・セミナー？

- 学生が自主的に選んだ研究テーマについて報告・討論を行い，

その結果をレポートの形でとりまとめる活動に対し，単位を付与

するしくみ．

- 「受け身」ではない学習を推奨する目的で設定されており，

在学期間中に４単位までの修得が可能．
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◼ （Ｑ）英語による科目は多いですか？

- 現時点において，学部固有の科目（＝大学院合併ではない科目）

のほとんどは日本語で提供．

- なお大学院との合併科目は英語によるものも少なくない（大学院

では、留学生を対象とする、英語のみで修了可能なプログラムが

存在するため）．
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